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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソースドライバおよびゲートドライバを有する駆動回路、および逆多重化される列に配
列した３個のサブピクセル (Rn, Gn, Bn) から成るピクセルを有するディスプレイパネル
を備え、前記各サブピクセル (Rn, Gn, Bn) は、行および列の交点に配置したサブピクセ
ル選択トランジスタを備え、さらに、前記ディスプレイパネルの列を逆多重化するために
前記ディスプレイパネルに統合したデマルチプレクサスイッチと、該デマルチプレクサス
イッチに接続され１：３の多重化スキームを実行するのに対応する複数のデマルチプレク
サ選択ラインと、を備え、各ピクセルは、異なる多重化グループに属するものとしたアク
ティブマトリクス液晶ディスプレイモジュール内に実装したカラーシフト補償方法におい
て、
　第１フレーム中に、
(1) ゲートドライバによって行を選択するステップと、
(2) 前記行の多重化グループの中央にある全てのサブピクセル (Gn-1, Gn,及びGn+1) に
、対応するデマルチプレクサ選択ラインにそれぞれ信号パルスを与えることにより充電す
るステップと、
(3) 前記行の各多重化グループにおける中央のサブピクセルに隣接する２個のサブピクセ
ルのうち一方を第１電圧極性に充電するとともに、当該多重化グループに隣接する多重化
グループのサブピクセルのうち、前記一方のサブピクセルに隣接するサブピクセルを同時
に選択するステップと、
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(4) 前記行の各多重化グループにおける中央のサブピクセルに隣接する２個のサブピクセ
ルのうち他方を前記第１電圧極性とは逆の電圧極性に充電するとともに、当該多重化グル
ープに隣接する多重化グループのサブピクセルのうち、前記他方のサブピクセルに隣接す
るサブピクセルを同時に選択するステップと、
(5) ステップ（１）～（４）を、ディスプレイパネル全体を処理するまで全ての行につい
て繰り返すステップと、
を有し、
　第２フレーム中に、
(6) ゲートドライバによって行を選択するステップと、
(7) 前記行の多重化グループの中央にある全てのサブピクセル (Gn-1, Gn,及びGn+1) に
、対応するデマルチプレクサ選択ラインにそれぞれ信号パルスを与えることにより充電す
るステップと、
(8) 前記行の各多重化グループにおける中央のサブピクセルに隣接する２個のサブピクセ
ルのうち他方を第１電圧極性に充電するとともに、当該多重化グループに隣接する多重化
グループのサブピクセルのうち、前記他方のサブピクセルに隣接するサブピクセルを同時
に選択するステップと、
(9) 前記行の各多重化グループにおける中央のサブピクセルに隣接する２個のサブピクセ
ルのうち一方を前記第１電圧極性とは逆の電圧極性に充電するとともに、当該多重化グル
ープに隣接する多重化グループのサブピクセルのうち、前記一方のサブピクセルに隣接す
るサブピクセルを同時に選択するステップと、
(10) ステップ（６）～（９）を、ディスプレイパネル全体を処理するまで全ての行につ
いて繰り返すステップと、
を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、前記第１フレームおよび前記第２フレームを、各サブ
ピクセルのＤＣ値を平均化して０Ｖにするため、前記第１フレームと前記第２フレームと
で各多重化グループにおける全てのサブピクセルを反転した極性で繰り返すことを特徴と
する方法。
【請求項３】
　ソースドライバおよびゲートドライバを有する駆動回路、および逆多重化される行に配
列した３個のサブピクセル (Rn, Gn, Bn) から成るピクセルを有するディスプレイパネル
を備え、前記各サブピクセル (Rn, Gn, Bn) は、行および列の交点に配置したサブピクセ
ル選択トランジスタを備え、さらに、前記ディスプレイパネルの列を逆多重化するために
前記ディスプレイパネルに統合したデマルチプレクサスイッチと、該デマルチプレクサス
イッチに接続され１：６の多重化スキームを実行するのに対応する複数のデマルチプレク
サ選択ラインと、を備え、多重化スキームにより前記ディスプレイパネルを異なる多重化
グループに分割し、各多重化グループは、２個の隣接するピクセルを備えたアクティブマ
トリクス液晶ディスプレイモジュール内に実装したカラーシフト補償方法において、
　第１フレーム中に、
(1) ゲートドライバによって行を選択するステップと、
(2) 全ての多重化グループにおけるサブピクセルを１つおきに選択して３個のサブピクセ
ルを順次に充電するステップと、
(3) ステップ（２）で充電したサブピクセルが、左右に反対極性を有するサブピクセルで
挟まれるように、まだ選択されていない３個のサブピクセルを順次に充電するステップと
、
(4) ステップ（１）～（３）を、ディスプレイパネル全体を処理するまで全ての行につい
て繰り返すステップと、
を有し、
　第２フレーム中に、
(5) 前記第２フレームにおける全ての多重化グループのステップ（２）と同一の３個のサ
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ブピクセルをステップ（２）と同様に充電するステップと、
(6) ステップ（１）から（３）とは反対極性に残りのサブピクセルを充電するステップと
、
(7) ステップ（５）および（６）を、ディスプレイパネル全体を処理するまで全ての行に
ついて繰り返すステップと、
を有する方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の方法において、前記第１フレームおよび前記第３フレームを、各サブ
ピクセルのＤＣ値を平均化して０Ｖにするため、前記第１フレームと前記第３フレームと
で全ての多重化グループにおける全てのサブピクセルを反転した極性で繰り返すことを特
徴とする方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法において、前記第２フレームおよび前記第４フレームを、各サブ
ピクセルのＤＣ値を平均化して０Ｖにするため、前記第２フレームと前記第４フレームと
で全ての多重化グループにおける全てのサブピクセルを反転した極性で繰り返すことを特
徴とする方法。
【請求項６】
　アクティブマトリクス液晶ディスプレイモジュールにおいて、
・ソースドライバおよびゲートドライバを有する駆動回路と、
・行および列に配列した３個のサブピクセル (Rn, Gn, Bn) から成るピクセルを有するデ
ィスプレイパネルであって、前記各サブピクセル (Rn, Gn, Bn) は、行および列の交点に
サブピクセル選択トランジスタを有するものとした該ディスプレイパネルと、
を備え、
・前記ゲートドライバは、前記ディスプレイパネルの行におけるすべてのピクセルを選択
するまたは非選択にするのに使用するものとし、
・前記ソースドライバは、前記ディスプレイパネルのそのとき選択している行のすべての
サブピクセル (Rn, Gn, Bn) に対して、各色に必要な強度に対応する所要電圧レベルを供
給するのに使用するものとし、さらに、
・前記ディスプレイパネルの列を逆多重化するためにディスプレイパネルに統合したデマ
ルチプレクサスイッチと、
・意図しないカラーシフトを補償するためにサブピクセル (Rn, Gn, Bn) を選択する選択
オーダを実行し、前記補償を２個のフレーム内で実行するカラーシフト補償手段と、
を備え、
・該カラーシフト補償手段は、請求項１から請求項５のうちいずれか一項に記載のカラー
シフト補償方法を実行するための手段であることを特徴とするディスプレイモジュール。
【請求項７】
　請求項６に記載のディスプレイモジュールにおいて、第１フレームでカラーシフト補償
によってカラーシフトを部分的に補償し、第２フレームで第１フレームと平均化すること
によりカラーシフトを完全に消滅することを特徴とするディスプレイモジュール。
【請求項８】
　請求項６または７に記載のディスプレイモジュールにおいて、前記ソースドライバおよ
び／または前記ゲートドライバを、ディスプレイパネルを形成するディスプレイガラス内
に統合したことを特徴とするディスプレイモジュール。
【請求項９】
　請求項６または７に記載のディスプレイモジュールであって、各ピクセルは、蓄積キャ
パシタおよびピクセルキャパシタを有することを特徴とするディスプレイモジュール。
【請求項１０】
　請求項８に記載のディスプレイモジュールにおいて、行におけるすべてのサブピクセル
は、この行が前記ゲートドライバによって非選択にされた場合に絶縁され、および各サブ
ピクセルの電圧レベルが蓄積キャパシタおよびピクセルキャパシタによって維持されるこ
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とを特徴とするディスプレイモジュール。
【請求項１１】
　請求項６から請求項１０のうちいずれか一項に記載のディスプレイモジュールにおいて
、前記ディスプレイモジュールを、低温ポリシリコンディスプレイモジュールまたは高温
ポリシリコンディスプレイモジュールとしたことを特徴とするディスプレイモジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アクティブマトリックスディスプレイモジュールおよびアクティブマトリッ
クスディスプレイモジュールに実装されたカラーシフト補償方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アクティブマトリクスＬＣＤ（ＡＭＬＣＤ）用の駆動回路は、２個の部分、すなわちソ
ースドライバおよびゲートドライバに分けることができる。ゲートドライバは、特定の行
の全てのピクセルを選択するまたは非選択にするためにオンガラストランジスタのゲート
を制御する。各ピクセルは、３個のサブピクセル（赤、緑、青）から成り、各サブピクセ
ルは、固有の蓄積キャパシタを有する。ソースドライバは、電流によって選択した行のす
べてのサブピクセルに、各色に必要な強度に対応する電圧レベルを供給する。最終的な色
は、人間の目における３原色（赤、緑、青）の組み合わせを１個の色に混ぜ合わせる能力
に基づいて得られる。
【０００３】
　ゲートドライバによって先に選択した行が非選択にされるとき、この行の全てのサブピ
クセルは隔離され、各サブピクセルの電圧レベルは、蓄積キャパシタおよびピクセルキャ
パシタによって維持される。すべてのディスプレイ行が正確に１回選択される期間を、一
般的に‘フレーム’と呼ばれる。
【０００４】
　図１は、アクティブマトリックスＬＴＰＳ（低温ポリシリコン）ディスプレイモジュー
ル１０の例の略図である。このＬＴＰＳディスプレイモジュール１０においては、ゲート
ドライバ回路１２をディスプレイガラス１１に直接取り付ける。このことはゲートドライ
バ１２が一般的にディスプレイガラス１１に簡単に実装することのできる回路のみから構
成されているため、可能となる。理論的には、ゲートドライバは、別個のチップによって
取り付けることもできる。ソースドライバは、オンガラスまたは別個のチップに統合する
ことができる。図１には、デマルチプレクサ１３をディスプレイガラス１１に統合した実
施形態を示す。マルチプレクサ１４、ソース出力ドライバ１５、ラッチ１６、バッファ１
７および制御回路１８を個別のソースドライバチップ２０内に実現する。ディスプレイパ
ネルは、この場合、Ｎ列およびＭ行を有する。多重化率が１：３の場合、ディスプレイパ
ネル１１を有するソースドライバチップ２０に接続するのに、Ｎ／３のソースドライバラ
イン１９のみ必要となる。ＬＴＰＳ技術によってディスプレイガラスにデマルチプレクサ
を統合することが可能となり、必要となるソースドライバライン１９の数を劇的に減らす
ことができる。ＬＴＰＳは例としてのみ示している。後述する本発明はＬＴＰＳに限定さ
れるものではない。
【０００５】
　ソースドライバ回路をチップ上に統合する場合、該オンガラスデマルチプレクシング（
逆多重化）方法により、特定サイズのディスプレイを駆動するのに必要なソース出力パッ
ドの量が減る。もしくは、換言すると、単一のチップにより駆動することのできるディス
プレイサイズを増大させることができる。マルチプレクシングの場合、例えば多重化率１
：３の場合は１つの多重化グループ当たり３つのサブピクセル、もしくは多重化率１：６
の場合は１つの多重化グループ当たり６つのサブピクセルといったようにソースラインを
グループ化する。ある行が選択された場合、その行にあるサブピクセルは全く同時には充
電されないが、１つのグループのソースラインは順次に充電される。例えば多重化率１：
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３の場合、第１の全ての赤サブピクセルが選択され、次に全ての緑サブピクセルが選択さ
れ、最後に全ての青サブピクセルが選択される。この後、この行は非選択にされ、次の行
が選択され再び赤サブピクセルが充電されるといったようになる。この場合を図２に示し
た。この図では２個の行ＲＮ＋1およびＲＮ、および３個の列ｎ－１、ｎ、ｎ＋１を示す
。各ピクセルは、上述のように３個のサブピクセルを有している。図２において、列ｎ－
１のサブピクセルは、（赤）Ｒｎ－１、（緑）Ｇｎ－１、（青）Ｂｎ－１として示す。ソ
ースドライバライン１９はＳｎ－１，Ｓｎ，Ｓｎ＋１として示す。デマルチプレクサ１３
のスイッチには参照符号２１を、デマルチプレクサ選択ラインには参照符号２２を付けて
示す。Ｃｐは２個の隣接するソースライン間にある寄生コンデンサであり、Ｃｐｉｘはピ
クセルコンデンサである。さらに、各サブピクセルは、各行および列の交点にサブピクセ
ル選択トランジスタを有する。このようなサブピクセル選択トランジスタに参照符号２３
を付けて示す。
【０００６】
　デマルチプレクシング方法の問題点は、いわゆるカラーシフトである。行を選択した場
合、この行用の全てのオンガラスサブピクセル選択トランジスタに通電する。図３に示す
ように、あるサブピクセルを充電することは、２個のライン（主に隣接するライン）間の
寄生コンデンサＣｐを経て、隣接するピクセル（前に充電してあるピクセル）に影響する
。デマルチプレクサ選択信号を、デマルチプレクサ選択ライン２２のすぐ左側に示す。図
３においてカラーシフトは、εＢおよびεＧとして示す。従って、ある行における前回直
前に充電したサブピクセルのみが、その行を非選択にしたとき、正しい電圧レベルを有す
る（図３の場合においては青サブピクセル）。
【０００７】
　カラーシフト効果を補償するための先端技術は、フレームからフレームへとピクセルオ
ーダ選択を回転させることである。この方法によれば、最後に充電した特定の行のピクセ
ル（正しい色となるピクセル）が、各異なるフレームに存在する。最後に選択したサブピ
クセルの色は正しくなり、各サブピクセルにおけるエラーは、多重化率１：３の場合３つ
のフレーム間で部分的に平均化される（多重化率１：６の場合は６つのフレーム）。フレ
ーム周波数および多重化係数によって、エラーを平均化するのに必要となるフレーム量は
長くなりすぎることがあり、ディスプレイにおいてフリッカーとして受け取られることが
ある。特に高い多重化率にいては、フリッカーを避けるために高いフレーム周波数を適用
しなければならない。
【０００８】
　この方法の欠点は、カラーシフトが緩慢に（数フレームにわたって）しか補償されない
ことであり、特定の逸脱が常に残ることである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、より良くかつ高速な色補償スキームを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この目的および他の目的は、請求項１に記載の装置、および請求項８および１０に記載
の方法により達成される。さらに好適な実施形態を従属項に記載する。
【００１１】
　本発明によると、カラーシフトは、サブピクセル用のスマート選択オーダを用いること
で補償することができる。本発明によると、補償は２個のフレーム内で行うことができる
。カラーシフトは、第１フレームにおいて部分的に補償され、第２フレームにおいて完全
に補償される。
【００１２】
　本発明によれば、ソースドライバおよびゲートドライバを有する駆動回路を備えるアク
ティブマトリクスモジュールを提供する。さらに、３個のサブピクセルからなるピクセル
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を有するディスプレイパネルを設ける。サブピクセルは、行および列に配列し、各サブピ
クセルは行および列の交点に配置したサブピクセル選択トランジスタを備えている。ゲー
トドライバは、ディスプレイパネルのある行の全てのピクセルを選択するおよび非選択に
するために使用し、ソースドライバは、その時点で選択している行の全てのサブピクセル
に必要な電圧レベルを供給するのに使用し、この電圧レベルは各色に必要な強度に対応す
る。デマルチプレクサスイッチは、ディスプレイパネルの行を逆多重化するためにディス
プレイパネルに統合する。アクティブマトリクスディスプレイモジュールはさらに、カラ
ーシフトを補償する手段を備えている。これら手段は不要なカラーシフトを補償するため
に、サブピクセルを選択するための選択オーダを実装している。補償は２個のフレーム間
で行う。
　他の有利な実施形態を以下に説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明によると、カラーシフトは、サブピクセルを選択する際に使用するスマート選択
オーダによって補償することができる。
【００１４】
　第１フレームにおいて、カラーシフトを部分的に補償し、第２フレームにおいて完全に
補償する。この方法によると、フリッカー（従来技術による方法においては存在した）を
回避できる。
【００１５】
　本明細書で提案する本発明の選択オーダは、同時に電力消費を最小化するように選択す
る。
【００１６】
　基本概念は、以下の物理特性に基づく。
1.　ある行を選択し、この行におけるサブピクセルｎが充電されたと仮定する。この行に
おける隣接サブピクセルｎ＋１および隣接サブピクセルｎ－１を逆電圧極性で充電する場
合（一方を正の電圧に、他方を負の電圧にする）、ピクセルｎにおけるカラーシフトは減
衰する（部分的に補償される）。
2.　ある行を選択し、この行における互いに隣接する２個のサブピクセルを同時に選択す
ると仮定する。この場合、一方のサブピクセルを充電する電圧レベルは、他方のサブピク
セルを充電する電圧レベルに影響を与えない。
3.　サブピクセル選択オーダの選択は、あるフレームにおけるカラーシフト絶対値が次の
フレームのカラーシフト絶対値と同じであり極性が逆となるように選択することができる
。このようにして、カラーシフトは２個のフレーム間で平均化される。
4.　ある行を選択し、この行からのサブピクセルｎが既に充電されたと仮定する。ここで
サブピクセルｎに隣接していない次のサブピクセル（例えばサブピクセルｎ－２，ｎ－３
，…またはサブピクセルｎ＋２，ｎ＋３，…）が充電している場合、サブピクセルｎにお
けるカラーシフトは極めて小さくなると考えられる。
【００１７】
　このスマートカラーシフト補償の２つの異なる実施形態を添付図面につき説明する。
【００１８】
　２つの実施形態について説明する前に、線図的図面の基本的態様を説明する。
【００１９】
　各図には、ディスプレイパネル１１の一部を示す。ディスプレイパネル１１は、３個の
サブピクセル（Ｒｎ、Ｇｎ、Ｂｎ）から成るピクセルを有する。サブピクセルは、行ライ
ンと称される行方向（水平方向）に配置する。各サブピクセルは、行と列の交点に配置し
たサブピクセル選択トランジスタ２３を有する。行におけるサブピクセル選択トランジス
タ２３は、全て個別の、即ち異なるデータライン（垂直／列ライン）に接続する。ゲート
ドライバ１２を使用して、ディスプレイパネル１１の行における全てのピクセルを選択す
るおよび非選択にする。ソースドライバ２０は、ディスプレイパネル１１のその時点で選
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択した行におけるすべてのサブピクセルに対する必要とされる電圧レベルを供給し、これ
ら電圧レベルは、各色に必要とされる色の強度に対応する。
【００２０】
　多重化ディスプレイ実装を使用する場合、対応するデマルチプレクサスイッチをディス
プレイパネル１１のデータラインを逆多重化するためにディスプレイパネル１１に統合し
てもよい。図４Ａにデマルチプレクサスイッチを２２．１として示す。
【００２１】
　制御回路１８は、デマルチプレクサロジックまたはシーケンサを有するものとし、これ
により本発明に関するデマルチプレクサスイッチ２１を制御するようにすることもできる
。すなわち、制御回路１８が正しい信号を供給し、上述の特性を満足するようにデマルチ
プレクサスイッチ３２を切り替えるようにする。
【００２２】
　本発明の第１実施形態は、１：３の多重化率で設計している。この特定の実施形態にお
いては、上述の特性１、２および３を使用する。本発明によれば、本明細書に記載したも
の以外の選択オーダを使用することも可能であることに留意されたい。
【００２３】
　以下に、ある可能なソリューションについて説明し、この場合、ピクセルの充電を以下
のステップに分割する。すなわち、
フレーム１（図４Ａ～４Ｃ参照）：
１．　行ＲＮをゲートドライバ１２によって選択する。
２．　行ＲＮの多重化グループの中間にある全てのサブピクセル（Ｇｎ－１、Ｇｎ、Ｇｎ

＋１）を充電する（図４Ａ参照）。これは、デマルチプレクサ選択ライン２２．１が短期
間ロジック１となるように対応するデマルチプレクサ選択ライン２２．１にそれぞれ信号
パルスｍｕｘｓｅｌ＜１＞を供給することによって行う。ソースドライバライン１９の右
脇に記したように、サブピクセルＧｎ－１は正電圧に、サブピクセルＧｎは負電圧に、サ
ブピクセルＧｎ＋１は正電圧に充電することに注意されたい。
３．　隣接するサブピクセルのうち一方（図示の実施例においてはサブピクセルＢｎ－１

）は、一方の電圧極性（正と仮定する）で充電する。これは、すなわち、対応するデマル
チプレクサ選択ライン２２．２のそれぞれの信号パルスｍｕｘｓｅｌ＜２＞は短時間でロ
ジック１となるためである。特性２の利点を利用するためには、隣接する多重化グループ
における隣接するサブピクセル（図示の実施例においてはサブピクセルＲｎ）を同時に選
択する（この方法によると２つのサブピクセル（Ｂｎ－１およびＲｎ）は互いに影響しな
い）（図４Ｂ参照、ＶＲはＶＢに影響されない）。
４．　つぎに、中央サブピクセル（図示の実施例においてはサブピクセルＧｎ－１）にお
ける他方の隣り合ったサブピクセル（図示の実施例においてはサブピクセルＲｎ－１）を
、逆の電圧極性（負と仮定する）に充電する。これは、すなわち、対応するデマルチプレ
クサ選択ライン２２．０のそれぞれの信号パルスｍｕｘｓｅｌ＜０＞は短時間でロジック
１となるためである。これは特性１の利点を利用する（このようにして、中央サブピクセ
ル（図示の実施例においてはサブピクセルＧｎ－１）への影響が部分的に減衰する）。ス
テップ２のように、２個の互いに隣接する多重化グループ間における２個の隣接するサブ
ピクセル（ＢｎおよびＲｎ＋１）を同時に選択する。このようにして、これら２個のサブ
ピクセル（ＢｎおよびＲｎ＋１）は互いに影響しない。最終的に、行ＲＮの全てのピクセ
ルを充電し、カラーシフトの影響を僅かに受けるサブピクセルは中央のサブピクセルのみ
となる（図４Ｃ参照）。
５．　上述のステップを、ディスプレイ全体が処理されるまで、全ての行について繰り返
す。
【００２４】
　この方法によってフレーム１が完了する。
フレーム２（図５Ａ～５Ｃ参照）：
６．　カラーシフトを補償するために、この第２フレームでは中央サブピクセル（Ｇｎ）
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に隣接する２個のサブピクセル（ＲｎおよびＢｎ）の極性を反転する。中央サブピクセル
（Ｇｎ）はフレーム１と同じ極性で充填する。隣接ピクセルの選択オーダは、電流消費を
抑えるために、前述のフレームとは異ならせる。すなわち、サブピクセルＲｎを選択する
前にサブピクセルＢｎを選択する。ソースライン１９を反対の電圧極性に充電する必要は
ない（図５Ａ～５Ｃ参照）。
【００２５】
　図４Ｃおよび５Ｃは、カラーシフトεＢおよびεＲがフレーム１およびフレーム２にわ
たって平均化することによって補償されることを示している（上述の特性３参照）。
７．　全てのディスプレイを対象とするまで全ての行についてステップ６を繰り返す。
【００２６】
　このようにしてフレーム２は完了し、カラーシフトは補償される。
フレーム３および４（図６Ａ～６Ｃおよび図７Ａ～７Ｃ参照）：
８．　ディスプレイパネル１１の液晶の劣化を防ぐために、各サブピクセルのＤＣ値は平
均して０Ｖとする。各サブピクセルのＤＣレベルを消去するために、２個のフレーム１お
よび２を反転した極性において繰り返さなくてはならない（図６Ａ～６Ｃおよび図７Ａ～
７Ｃ参照）。
【００２７】
　ステップ８（第３フレームおよび第４フレーム中に実行する）は任意であることに留意
されたい。
【００２８】
　本発明の第２の実施形態は、１：６の多重化率（ｍｕｘレート）用に設計する。この特
性の実施形態においては、上述の特性１、３および４を使用する。本発明によれば、本明
細書に記載したもの以外の選択オーダを使用することも可能であることに留意されたい。
【００２９】
　以下に、ある可能なソリューションについて説明する。ここではピクセルの充電を、以
下のステップに分割する：
フレーム１（図８Ａ～８Ｆ参照）
１．　ゲートドライバ１２によって行ＲＮを選択する。
２．　各逆多重化グループの３個のサブピクセルを連続で選択する（それぞれ例えばサブ
ピクセル５，３，１との順に選択する）。図８Ａにおいては、サブピクセル５を選択する
。図８Ｂにおいてはサブピクセル３を、図８Ｃにおいてはサブピクセル１を選択する。選
択オーダは以下のようにする、すなわちすべての第２サブピクセル（図８Ａから８Ｃ参照
）を選択し、他のサブピクセルを後に選択する（以下のステップ３参照）。この方法では
、特性４を使用する。多重化レート１：３の時のように、２個の逆多重化グループは常に
逆ピクセル極性を有する。
３．　サブピクセル４，２，６を、順次に充電するが、各サブピクセル５，３，１が左右
に逆極性を持ったサブピクセルを有するようにする(特性１を使用)（図８Ｄ～８Ｆ参照）
。
４．　上述のステップ１～３を、全てのディスプレイを対象とするまで全ての行について
繰り返す。
【００３０】
　ここで第１フレームは完了する。ソーストラック間の寄生コンデンサ（Ｃｐ）を経て、
図８Ｄ～８Ｆに示したとおり、カラーシフト（それぞれε１～ε５）がいくつかのサブピ
クセルに生じる。
フレーム２（図９Ａ～９Ｆ参照）：
５．　次のフレームにおいて、サブピクセル５，３，１を第１フレームと同様に充電する
（図９Ａ～９Ｃ参照）。
６．　つぎに、残りのサブピクセルを前フレームとは逆極性に充電する（特性３を使用）
。電流消費を最小化するために、選択オーダはそれぞれ：サブピクセル２，６，４とする
（図９Ｄ～９Ｆ参照）。これにより充電シーケンス中の極性反転の量が最小化される。ソ
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ーストラック間の寄生コンデンサ（Ｃｐ）を経て、カラーシフトε６～ε９がいくつかの
サブピクセルに生じる。しかしながら、これらシフトはピクセル充電シーケンスの終了時
前に消滅し、表示画像には影響しない。いつかのサブピクセルに残ったカラーシフト（ε
６～ε５）は、フレーム１と平均化することによって消滅する（図８Ｆと図９Ｆを比較）
。
７．　上述のステップ５および６を、ディスプレイ全体を処理するまで全ての行について
繰り返す。
【００３１】
　このようにしてフレーム２は完了し、カラーシフトは補償される。
フレーム３：
８．　フレーム３において、フレーム１のＤＣ値を、各サブピクセルにおいて０Ｖへと平
均化する。これはフレーム１と同様のフレームを繰り返すことによって実現するが、各サ
ブピクセルはフレーム１に対して反転した極性に充電する。
９．　フレーム４において、フレーム２のＤＣ値を、各サブピクセルにおいて０Ｖへと平
均化する。これはフレーム２と同様のフレームを繰り返すことによって実現するが、各サ
ブピクセルはフレーム２に対して反転した極性に充電する。
【００３２】
　液晶の劣化を避けるために、各サブピクセルのＤＣ値を０Ｖに平均化することができる
。これは４個の各フレームにおいて実行する。しかし、カラーシフトは各フレームにおい
て部分的に補償され、２個のフレームにわたり完全に補償される、すなわちそれぞれフレ
ーム１からフレーム２、およびフレーム３からフレーム４において完全に補償される。
【００３３】
　したがってカラーシフトのためには２個のフレームで十分である。４個のフレームを有
するスキームは液晶の劣化を避けたいときにのみ必要となる。
【００３４】
　サブピクセルの選択に使用する選択オーダは、一般的に制御回路１８の内部に実装する
。制御回路１８は、上で規定した１～４の特性における２つ以上の特性を考慮して適切な
選択信号を提供する。
【００３５】
　上述のように、本発明は、ソースラインを多重化したＬＣＤドライバ内で使用すること
を想定している。本発明が最も適するのは、携帯電話やＰＤＡなどにおいて使用されてい
るような小さいディスプレイである。
【００３６】
　図面および明細書において好適な実施形態について説明し、特定の用語を用いたが、こ
れらは一般的な意味および説明のためのものであり、本発明を限定するものではない。こ
れに関連して、本発明はＬＴＰＳドライバのための開発中になされたものである。しかし
、本発明は、明細書および特許請求の範囲に記載したように、他のアクティブマトリクス
技術（高温ポリシリコンなどの）にも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】一般的なアクティブマトリクスディスプレイモジュールの線図的説明図である。
【図２】従来のアクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部を示す線図的説明図
である。
【図３－Ｉ】従来のアクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および従来技術
による選択スキームを示す線図的説明図である。
【図３－ＩＩ】従来のアクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および従来技
術による選択スキームを示す線図的説明図である。
【図３－ＩＩＩ】従来のアクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および従来
技術による選択スキームを示す線図的説明図である。
【図４Ａ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
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スキームの詳細、ならびに第１フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図４Ｂ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第１フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図４Ｃ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第１フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図５Ａ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第２フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図５Ｂ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第２フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図５Ｃ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第２フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図６Ａ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第３フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図６Ｂ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第３フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図６Ｃ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第３フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図７Ａ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第４フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図７Ｂ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第４フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図７Ｃ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第４フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図８Ａ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第１フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図８Ｂ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第１フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図８Ｃ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第１フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図８Ｄ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第１フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図８Ｅ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第１フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
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【図８Ｆ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第１フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図９Ａ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第２フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図９Ｂ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第２フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図９Ｃ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第２フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図９Ｄ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第２フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図９Ｅ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第２フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
【図９Ｆ】アクティブマトリクスディスプレイモジュールの一部および本発明による選択
スキームの詳細、ならびに第２フレーム中で実行されるステップを示す線図的説明図であ
る。
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